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螢光増白剤の耐光性に関する研究

花王石鹸㈱家庭品研　　藤野敬士　八木光壱　鶴岡英樹　○松井亮一

　目的　螢光増白された白色衣料が、洗たく、着用のく!）返しによりて日光暴露され

る機会は多い。螢光増白剤の退色に関する研究は、多くの研究者によって速度論的ま

たは光化学的に検討されているが｡｡実用的な研究は少ない。我々は、X e ランプ（2

a ）を有する単色光照射分光器（日本分光製）を用いて、螢光増白された白色衣料が

光によって退色した場合の視感変化を検討した。

　方法　イミダゾール系、オキサゾール系、スチルベン系螢光増白剤の各種濃度（

0. 0 5 %、0. １ ％、０．２％、0. ４ % o w f ）で染着した木綿金巾釦よび木綿樹脂加工布

（尿素ホルマリン）に2 ０ 0 nm～7 ０　０ｎｍの光を2 7 nm幅で分光照射した。照射エネ

ぶギーは積算計によってカウントされ、1 0,000カウントヽまで照射した。測定は螢光測

色色差計K 5 F型{ 日本電色製）にて、各々の照射波長ごとに、Hun te r -L・a・bのｂ値

訟よび螢光強度を求めた。L・ａ・b 測定にはW 7 ンプ、螢光強度測定にはXeランプを用

いた。

　結果　螢光増白剤は３ ８０ｎｍ付近０光で顕著に退色し、増白衣料は視感的にか次i)

黄変する。然しながら螢光増白剤未染着布以上には黄変し左かった。畦た.螢光増白

剤未染着布の黄変を調べたところ、螢光増白剤の退色する波長と異ｱたii、３ ８ 0 nm 以

下の短波長であった。同様に溶液系に訟ける螢光増白剤の退色についても調べ、若干

興味ある結果を得た。

B－34 豪
秘
簾

卯
ふ
み

娘婿i
I'v 知t ?.

乱に％ ）

な
小
知
牝i^れ呼I拓）

≪s1ば‰､わ　紬i %
　@ llり　非永制1･I い哺いylt 喪4 自tやいり斟

-l永4i ・恥帰，^isi礦戦備 * 。あ%. や埓時吻' tiイつ，‥%葎剛ii に柚'. , 永'-^娘

卜^ (A 増6 知f t ぽ軟しら

　鉛私　lは^^孝糾にt いにf ダ* l。ヌ4 ,レベ-/ 係まH^徐料々り廠4自壕料1 瀦

（日庫化壕ii n聚-), 始φいレ7 P･いり･＼ - c ｙ ゲ,^ /い7レバ%蓉安心c＼わ

隻k k哩) . 冷itMぼに% 仏。^ DJ . 振維試物r- i一ﾖつ･升-fe ffl･･，争4自礦料べ

つI. T.水刈いv'- クI- タ刈。削，今別・'^匯■fe仙勺が<ヽt･淘<a燦μ永始戦を牟，-

が｀しいいワレン棉嫉（循中・ヽ永'i f卜fl - /レフ< 。'/ 。一毫怖摘配蟻'rづ'I 爾波

した，）中-t｀レー^ ツ冊t. 勝#fぞ恒碓振雁薇ぺf M，慟喪い教練猿^^ I ノ忙導べ

■i-1i灸伽糸備滝嘔%＼トいf レれ冷虻礼%化匁針にp 'I肩柘雅恥參旧線^乖吹レ匹

　締緊　i仔邨藪けが<^ f う-i恥い　0 名t^ね孝窮め赤羽い?一々レ　ッ刈。閔，徐弟1

内々配!->･7＼^uに緬iへt ^ い。幻細べヽれ2嫌。祷fe壕刹f 、＼リふいいnレッわr- 令

争んい僻i 永冷flヽヽt^こ^・t 求n吻資^ ．刄恥奈＼1 t･資1¶刻ti同^系恥　の壕料嘆痕

の4 w 。1^ 自知集へ・,影帰If. 憚吟・,徴母飛令わヽ･4-n" 1 1 べっれt. f '＼索'^t郎則ぺ^

f^^加味i 暇t ぺii^m･! It "J-，V-ltl^feiu理祠躊階知粟n?い貧k 如45 a''＼づ!^'cL fe.''を。

■n"み弓んぢI' ，i）永縮絨系佃躍にu.べ･n. Iいnレッ淮，ヽら・増帥知肯ぜ･irヽ廊めT-低

僑汝・憎).･増臼私家,f "A h il,1r. μかX-ヽ}≪､V｡


